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法輪寺「小栗上野介忠順」説明看板新設 
 

館林市教育部文化振興課では、館林市朝日町にある「法輪寺」に、来年のＮＨＫ大河ドラマ“逆賊 

の幕臣”の主人公である「小栗上野介忠順」説明看板を新設しました。 

 

来年のＮＨＫ大河ドラマ“逆賊の幕臣”＝小栗上野介 

 ■小栗上野介忠順は、日本初の遣米使節目付として海 

を渡り、外国奉行・軍艦奉行・陸軍奉行などを歴任し 

司馬遼太郎に「明治の設計図を書いた男」といわしめ 

た人物です。 

 

小栗上野介と館林のつながり 

 ■明治維新のなかで新政府軍により処刑され、その首級 

は当時総督府の本営が置かれていた館林に送られ、法 

輪寺に葬られました。１年後に小栗の知行地である群 

馬郡権田村(現在の高崎市)の村役人が首級を持ち帰り、 

同村の東善寺の裏山に埋葬したとされます。 

この首の奪還には、館林の住民らが協力し、また取 

  り調べにおいても地元のひとびとが”盗掘”に同情し、 

罪に問わなかったといわれています。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

【参考】 
■今回、「小栗上野介忠順」説明看板を新設した法輪寺では、檀家世 

話人会の皆様により「法輪寺ゆかりの人物(全１６名)」説明看板も 
設置されました。 
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